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田丁」1[互 日市田丁狙隆土鮮『三つの部門と一つのねらい

昭和 57年 11月 で開館一周年 目を迎 えた五 日市町郷土

館 は次の三つの部門 をもちます。

(一 )歴史部門

五 日市 は名前のなかに歴史の織 りこまれた町で、秋

川の渓口集落 として栄 えた市場町です。山方、里方の

物産 とくらしの中継地 としての五 日市の立場 を商業民

具や図 によって解説 しました。また二階の特別展示室

は「 目でみる五 日市町史」の部屋 として、考古資料、

板碑、中近世文書、近代の五 日市憲法資料 などを展示

してあ ります。

(二 )民俗部門

経済の高度成長以来、 くらしぶ りは激変 しました。

とくに五 日市町では町の中央通 り (都道 )の拡幅工事

も加 わり、建物の建替 え土蔵の取 こわしなど相つ ぎま

した。不要なくらしの道具 が処分 されてい きます。手

作 り時代の道具の中には昔 の くらしの困難 さや、それ

を克服 してゆく人間の知恵 と努力のあとを しのばせ る

ものが多いのですが、それ らを次代へ伝 えたいと考え

ました。幸い五 日市は養蚕、畑作地帯で しかも川の漁

業、山の林業など多種 多様の生業 とくらしがあ りまし

●場所 西多摩郡五 日市町五 日市920

●電話  0425--96-4069
●規模 敷地  1710ポ

建物 延 707ぽ (地上 2階地下 1階 )

展示室 延 260ポ (3室 )

たので、これにともな う民具の種類 も豊富です。 これ

を整理 してわか りやす く展示 しました。

(三 )自 然部門

五 日市は奥 多摩の山々に囲 まれ、秋り:|の 流 れにそっ

た町です。 まだまだ破壊 されることの少い環境のなか

で動植物 が自然の生態系 を保 っている珍 らしい土地で、

都民憩いの場で もあ ります。また化石の宝庫 として注

目され、専門家の間では地学学習の場 として知 られて

いるところです。子供の よろこぶ秋り:|の ジオラマ と古

代象 をふ くむ豊富 な化石 を展示 してあ ります。

○当館のね らい

名のある文化財 や高価 な美術 品はな くて も、地域の

実態 を正 しく反映 し、小型 なが らまとまりのある展示

を心掛 けま した。 とくに歴史民俗 自然の二部門 につ い

て、子供 たちの学習の場 となるよ う、わか りやすい展

示 を目指 したつ もりです。「 よい郷土の展示館 はよい教

育機関である。そ して学習者 に効果のあるものは、観

光者 にも魅 力がある。」と考 えてお ります。

●休 館 日 毎週火曜午後・水曜、祝 日

年末年始 (12月 27～ 1月 4日 )

●開館時間 午前 9:30～午後 4:30(5:00)

入場無料
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開館から1年を経過 して

武蔵村山市立歴史民俗資料館 は、狭山丘陵の緑豊 か

な自然 を背景 に、 1万数千年前 に始 まる武蔵村山市の

歴史 をは じめ、人びとの生活や自然環境の変遷等 に関

す る資料 を収集・保管す るとともに、これ らにつ いて

の調査や研究活動 を行い、その成果 を広 く一般市民 に

公開 し、市民の教養、学術及び文化の発展 に寄与す る

ことを目的 として、昨年 11月 3日 (文化の 日)にオー

プンして以来満 1年が経過 いた しま した。

この間の人館者 (ま たは利用者)の状況をみると、

個人入館者12.095人 、団体入館者 2.626人 (50団体X

講座等主催事業 379人 、視察者等 149人 (23件 )の合

計15.249人 となり、 1日 平均54。 9人 (開館 日数278日 )

でありました。

その うち、個人入館者 を地域別にみると、市内在住

者が 7.173人で全体の59.3パーセ ントで入館者の約 6

割 をしめて おります。一方、多摩地 区在住者 は2.17

3人で全体の18パーセ ン ト、他府県の方が 973人で全

体の 5。 9パーセ ント、(不 明 1.079人 )と なっており、

入館者の 8割近 くが市民 または、多摩地域の方であり

ます。年令別では、10才未満及び10才代が 7.279人 で

全体の60.2パーセ ントを占め、また月別では 4. 5.

8月 に集中 して多くなっています。これは、資料館の

西側の狭山丘陵に建設 されている野山北公園 (フ ィー

ル ドアスレチ ック、プール、キャンプ場等の施設があ

るDの利用者の数 と比例 しており、このことは春休み

や夏休みまた気候の良い 5月 に公園を利用する子供や

家族連れが、資料館を見学 していることを示 していま

す。また、 3.5。 10月 は個人入館者の他 に団体入館

者 も多く、気候の良いこの頃に集中 して団体の行事が

行われていることがわかります。

このような状況 にあって、初年度の入館者を対象と

した事業 としては、開館当初 より行っている武蔵村山

市の自然、歴史、民俗 に関する常設展示の他、開館記

念講座 として、常設展示で御指導をいただいた先生方

武蔵村 山市立歴史民俗 資料館

乙 幡 正 義

を講師 にお願い して、 各 々の展示 コーナーに関す

る講座 を3回、多摩地方の近世 に関す る歴史講座 を 5

回開催 しました。また本年度は、多摩地方の中世 に関

する歴史講座 を 5回 と、新たな事業 として、小学生 (4

.5.6年 生)を対象に、狭山丘陵の植物 を主に観察

する子供 自然教室を 5回行いました。

一方、資料館 として欠 くことので きない、資料の収

集及び調査、研究等の活動については、開館後間もな

いこともあってほとんど具体的な活動がで きない状況

でありましたが、資料の保存 という観点から本年 7月

6日 から10日 までの間に、収蔵庫 をはじめ全館 を対象

とした、エキボ ンによる燻蒸消毒 を行 いま した。

以上、開館 して以来約 1年を経過 した当館 における

入館者の実態や活動のあらましにつ いて述べ ましたが、

振 り返 ってみると、建設以前か ら予想 されていた通 り、

人館者の大半が野山北公園の利用者であ り、開館当初

考 えていた以上 に入館者があったものの、資料館本来

の 目的である資料の収集や調査、研究活動 をは じめ教

育活動が充分 に行 えなかったこと等、反省す る点 も多

くあ ります。

武蔵村山市立歴史民俗資料館 が、
ミ
資料館 には珍 しい

ものがあるか ら、公園 に行 った序 に見学 してみようか、

とい うような観光的 な感覚で利用 されるのではな く、
ミ
資料館 に行 けば、地域の歴史や文化 を正 しく、よ り深

く学習で きるか ら行 ってみよ う、とい うよ うに、市民

自らが積極的 に利用す る教育施設 として、 また、先人

が伝 えた貴重 な郷土の文化遺産 を後世 に伝 えるととも

に、武蔵村山市の更 には多摩地域 における郷土史研究

の拠点 として、その役割 を果たすためにはこの 1年間

の活動 に対す る反省点 を充分踏 まえ、今 まで以上 に三

博協 に加盟す る先進博物館、資料館の運営 に携 わる方

々の御指導 と御協 力をいただ き、今後の活動計画 を作

成 しなければならない と考 えてお ります。

歴史教室

老人会見学風景
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民家の解体、移築について

東京都西多摩郡羽村町羽西 1丁 目13番 3号 に建 って

いた旧下田家住宅 にたず さわったのが、昭和 53年 12月

頃 からであった。当時下田季吉氏 より新 しい家 を建て

たいので、古い家は町へ譲 ってもいいとい う申 し入れ

があった。 この民家 については、すで に町史編 さん中

か ら、また羽村郷土研究会々員の間ではこの家 を保存

じ後世 に残 してお きたいとい う希望 があった。 そんな

経緯 もあって、町ではこころよく引受 けた。

旧下田家住宅 は、創建年代弘化 4年 (1847)で、国

や都の文化財 か らす るとそれほど古いものではなかっ

た。 しか し、家の保存状態 がたいへ ん良 く、民俗調査

で も昔 ながらの手法 をよく伝 えていることが判 明 して

いる。 それらはこの家 に住 んでいた下田 さん一家が、

この移 り変 わりの激 しい時代の中で先祖 の残 していつ

たものを大切 に使 っていた と言 える。民家 はその時代

の生活様式の変化 に敏感 に反応す る、 この傾向はとく

に高度経済成長後 は顕著で ある。台所 ひとつ とつても

ステ ンレスの流 し台の普及 によって大 きく変化 した。

そのよ うなメ犬況の中で、下田家ではカ ッテに水道 も入

れず水ガメを用い、ナガシはタチ ヒザナガシの ままで

あったこと、煮炊 きはユル リ (イ ロ リ)で していたこ

とと考 えあわせてみれば家の保存状態 はわかっていた

だけるのではないかと思 う。

町で復原事業 を開始す るにあたって、下田家 を都指

定 にはならないだろうかとい うことになり、早稲田大

学教授渡辺保忠先生 に調査 をお願い した。その結果、

保存すべ きすば らしい民家 だとい う言葉 を頂戴 したが、

都指定 にするには解体 までの短 い間では間に合 わない、

また解体後では指定で きないとい うことか ら、やむを

えず町単独事業で実施す ることになった。地方財政窮

迫の折、なかなかむずか しい状況 にあつたが、町当局

の理解 によって今 日復原 完 了までた どりつ けた。結果

的 には後世 にまたひとつの文化財 を残せたと思 つてい

る。

ここで、旧下田家住宅の復原 にあた り、い くつかの

問題点 を整理 したい。

その第一は、建築基準法では国指定文化財以外は通

常茅で屋根 を葺 くことがで きないことで ある。それゆ

えに鋼板で葺 いて しまうケースがあるわけだが、民家

が銅板では、文化財 としての価値 は半減 して しまう。

旧下田家の場合、移築地 が市街化調整区域で あったこ

と、一般住宅 より50m以上離 れていたこと等が幸い し、

建築確認 がとれた。 もちろん国指定文化財の防災基準

で設備 を整 え、万全 を期 した。建築基準法第二条 には、

国指定文化財 は建築審査会の同意 を得 れば、同法か ら

適用除外 され茅葺 きで も可能 になることが明記 されて

羽村町教育委員会

島 田 秀 男

いる。文化財 として指定 されているものの中 には、国

・都道府県・特別区・市町村の指定 とさまざまである

が、その中で国指定 が除外 され他の ものが適用 される

のでは釈然 としない。ただ何指定 とランクづ けをした

だけで文化財の もつ価値 にはかわりがないと考える。

文化財 に指定 されるものは、一定基準の防災設備設置

を義務づ けた りす ることで、建築基準法 か ら適 用除外

にで きないものだろ うか。

第二は、民家の調査 にあた り、大別す ると建築学か

らとらえる場合 と民俗学 からとらえる場合の二通 りの

方法がある。『民家のみかた調べかた』 (文化庁監修第

一法規昭和57年発行)には、調査方法として①その民

家の間取りがどうなっているか②造り方 (構造)がど

うなっているか③古い時代にはどういう形をしていた

か④ どうい うふ うに使 われたか⑤ いつ ごろ建て られた

か⑥敷地 との関係は どうなっているかとなっている。

一方『民俗文化財の手びきJ(文化庁内民俗文化財研

究会第一法規昭和54年発行)では、①屋敷どり②間取

りの使い方③家具 。調度④建築工程と儀礼⑤防護を聞

き取 り調査す ると書かれている。今回の旧下田家住宅

復原 にあたつては両方か ら調査 を進 めた。一方では片

手おちであると考えたか らである。建築学か らのみか

たでは、その建物の変遷 、 とくに民家の場合、間取 り

が重要視 されているので、間取 りの変遷はわかつたに

しても、そこに住 んでいた人たちの生活状況 はどのよ

うであったかはつきりしない。民俗調査では逆 にそこ

に住 んでいた人たちがどのよ うな生活 を していたのか

を浮 き彫 りにで きて も、その人たちがどのよ うな家 に

住み、その家はどのような変遷 を経て今 日に至つたか

わか らない。旧下田家の場合、人 とす みかとい う視点

か ら、建築調査 も民俗調査 も平行 して実施 して きたわ

けである。 そのよ うにす ることによつてただ復原 した

だけでなく、生 きて きたもの として後世 に伝 えてい く

ことがで きるのではないか。旧下田家 が 135年前 に建

て られた家であったこと、その家 に96歳 になるおばあ

さんが住 んでいたことなどがあって、両面か ら調査 が

実施で きた と思 う。民家のおかれている状況 が異 なっ

ていたにしても、復 原するとい う行為の意味 あいをそ

こにもってゆくことは重要 なことで あろ う。
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アメリカ東部の簿物館を訪れて

最近、アメ リカ東部の博物館 を見学す る機会 に恵 ま

れたので、その見間 と感想 を報告 したいと思 う。

まず、ス ミソニアン・ インステ イテ ューションを中

心 にみてい きたい。ス ミソニアンはワシン トンのホワ

イ トハ ウスや議事堂の程近 くに位置 し、13の博物館 。

美術館・動物園があ り、 この周辺地区はまさに政治 と

文化の中心の観 がある。最初 に日本 との大 きな違 いと

して 目につ いたのは、クリスマス以外は年中無休で10

時 か ら17時半 まで開館 し、入館 は無料、館内では三脚、

ス トロボ等 を使用 しなければ、 自由に写真撮彰 をして

かまわないことなどである。 この中で私は自然史博物

館 とアメリカ歴史博物館 を見学 した。 自然史博物館 は

動植物や鳥類、海の生物、鉱物、化石、人類の進化、

世界各地の民族 と文化等がジオラマをふんだんに使 っ

て展示 され、地球上のあ らゆるものを対象 とした博物

館 だった。動植物 はその生育す る自然環境 がリアルに

再現 され、展示ケースの中が一つのまとま りをもった

生態系 として理解で き、文字パネルの説明 も簡潔で わ

か りやすい英語で、その色 も淡 い青・緑・黄色 などが

使 われ、見た目にもグラフ ィカルなものだった。 また、

資料の展示方法 も壁面が有効 に使 われ、見やすいよ う

工夫 されていた。

アメ リカ歴史博物館の方はコロ ンプス以後の合衆国

の歴史 についての展示である。「昔 のアメリカのくらし」

とい うセ クシ ョンでは植民地時代、開拓時代の住 まい、

学校、商店、郵便局等の室内が実物大で再現 され、そ

の中 にはさまざまな生活用品が、あたかもつい先程 ま

でそこに人がいたかのよ うに、生活のにおいを感 じさ

せて配置 されていた。 日本で民家の中に民俗資料が単

に置いてあるだけで、生気 を失 って見 えるの とは大 き

な違 いである。それはまるで湯気 がたっているかのよ

うな状態でテーブルにお茶 が用意 してあった り、バス

ケ ッ トの中に編 みかけのセー ターがあった り、教室の

黒板の板書や机 の上 に開かれた教科書 など、細 かいと

ころまで手をぬかずに、生活の断面 を鮮やかにきりと

ってみせているか らであろう。 また、「我 ら人間」 とい

うセ クシ ョンでは「人民の人民 による……」 とい うリ

ンカー ンの著名 な言葉 が展示の基調 となっていて、ホ

調布市郷土博物館
学芸員 金 井 安 子

ワイ トハ ウス前でのデモの様子 が等身大の写真 を使 っ

て展示 された り、大統領選挙のキャンペー ンのチ ラシ

・バ ッチ・ペナ ン トなど細 かいもの も展示 されていた。

現代史関係 は多 くの写真 によって構成 され、その中で

は「自人専用」 と書かれた門なども日につ いた。全体

として歴史博物館の展示 は解説の文字パネルがほとん

どみ られず、見て理解す ることが重視 されているよ う

だった。実際、私 もこの展示 を見て、多様 な顔 をもつ

アメリカの一端 を確 かにかいまみた気 が した。

これ らの展示 スペースの他 に、博物館の中にはキ ャ

フェテ リアや本格的 なレス トランもあ り、 また、友の

会々員のメ ンバーズルームや ミュージアムシ ョップ等

がある。インフ ォメーシ ョンのカウンターには広い館

内の地図や映画会 。講演会 。研究員 による展示解説の

ツアー等の案内が用意 されていた。 ミュージアムシ ョ

ップではポス ター・絵葉書 。ペナ ン ト・バ ッチ・ Tシ

ャツや児童向 けの絵本か ら専門書 まで さまざまなもの

が販売 されていた。博物館の展示解説 も無料の リーフ

レッ トか ら手 ごろな価格のガイ ドブック、 さらに詳細

な書籍 まで何種類 か用意 されている。 またス ミソニア

ンマガジンとぃ う雑誌 が発行 され、これはTVで CM
も放映 され、普及活動 に対す る積極的 な姿勢が うかが

われた。

その他 にボス トン美術館では特別展「エ ジプ トの黄

金時代」が開催中で、 この展示解説は無料の リーフ レ

ッ トが大人用、子 ども用の 2種類用意 され、 さらに有

料の図録 が販売 されていた。ボス トン美術館 も含めて、

ス ミソニアン以外の博物館では入館料 が必要だったが、

入館券の代 わ りに「寄付者」 と書 いたバ ッチ を渡 され

た り、友の会々員や12歳 以下は無料、また学割等 もあ

つた。開館時間も曜 日によって延長す るなど、利用者

の便 がはか られていた。

以上、見学 したのはごく一部の博物館で、その上、

英語 も片言 しかわか らないため、見落 とした点 も多か

ったと思 うが、アメ リカの博物館のデ ィスプレイや利

用者 に対す るさまざまなサー ビス と積極的 な普及活動

等、私 にとって学ぶべ き点は多かったと思 う。

f,$ 3rr,r;n

人類 の進化 先史時代の北アメリカ ホワイ トハ ウス前でのデモ
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繊維博物
鶴ρ

会一その発足 と運営の事例一
東京農工大学工学部附属繊維博物館  並 木

博物館 に友の会 なる組織 が次々と生 まれ、様々な活

動 が活発 になされているよ うである。一般 に友の会の

基本的 な考 え方はユーザーを集 め施設 を有効利用 し、

その施設の発展 を願 うことと思 う。

当館 は明治期 に創設 され約 lK10年 とい う歴史 をもち

ながら、大学キ ャンパス内 とい う特殊環 境のため外来

の見学者 は少 ないものであった。また国立大学の附属

であ りなが ら予算・館員が少 ないこともあって PRも

充分 に行 きとどかず、特別 な人 にしか知 られない博物

館だつたよ うだ。

そ して、この博物館の問戸 を開放 し、一般 に広 く見

て もらうための方策のひとつ として「繊維博物館友の

会」 が55年 1月 にスター トしたので ある。会則 には、

「会員は繊維 に関心 をもつ人 々の集 り」 とうたい、活

動 として集会活動・サークル活動 。ボランテ ィア活動

を設 け、「会員の学習や研究の便宜 をはか りかつ当館の

発展 を願 う」 ことを目的 として誕生 したもので ある。

昭和 57年末現在で会員約 400名 、当館の性格 から主

婦層 が多 く90%以上女性である。

集会活動 としては展示会・講演会・講習会・見学会

などを開催 し、本年度は22回の行事 を持 ち、少 なくと

も 2回 は会員の出席 があったよ うである。集会活動の

立案、遂行 までは館員が主体的に行動 しているが、中

で も展示会「友の会作品展」 はサークル活動の しめ く

くりとしての行事で あるが、会員が自主的 に設営、展

示作業 まで行 っている。

サークル活動は会員の中で もより熱心 な会員の学習

研究活動である。本年は 7つ のサークルが組織 されて

57年サークル活動 (3～ 12月 まで )

毎週何 らかの形で活発 に活動 された。各サークルはそ

れぞれ目的をもち、代表者(講師 )を 置いて1年 とい うサ

イクルで終 るよ うに計画 されている。57年活動実績 は

別表 に示す。サークル会員86名で出発 し、 この10ケ 月

間で 173日 間の活動 があった。毎週 2～ 3の サークルが

進 め られ、館員 との交流 も多 く、いつ も館内がにぎわ

い出 した。出席の方は一年間の長期 に渡 るため平均で

61.3%、 社会教育では止むを得 ない数字 だと思 う。

筆者は「織物研究会」の代表者(講師 )と なっている

ので、このサークルにつ いて少々具体的 に述べておこ

う。織物研究会は昨年スター トし、現在会員は 1年生

4名、 2年生 8名で全て主婦。20代 か ら60代 までお り

経験、未経験は種々雑 多である。初年度の56年 は基礎

づ くりに専念。初期 には人数 も多かったため、カー ド

織 や原始機 。高機 。む しろ機 など種 々 な方法 により

「織 る」 ことを体験 した。本年は 2年生 を中心 に定例、

自主の研究 日を設 け、毎週一回のペースで活動 を進 め

ている。定例 は全員顔 を合わせ ることを目的 とし、 ミ

ーテ ィング、勉強会、発表会 など行 い会員の和 をもつ

よう努めた。自主研 は各 自テーマ をもち、それに向っ

て堀下 げ研究す る姿勢 を望 んだ。初心者 は上級生の手

ほどきにより織技術 を体得 したのち、現在は共同研究

とい う形で進めている。

問題 もあるが、サークル運営 は家族的 な人間関係 が

必要であり、それがあって共同 目的 を達成す るもの と

思 う。毎週 といって も年間多い人で50回、熱心 な人は

自宅で も作業 を続 け、基本的 な織見本か ら着尺 。つづ

れ織・ タペス トリーなど立派 な作品がで きている。

当館のサークル活動は全て公開で ある。事情 があっ

て見学で きないときもあるが、技術展示 とい うか生 き

ている展示 とい う意味で一般見学者 に見て もらうこと

を原則 としている。 これは当館独 自のアイデアだと思

っている。 もうひとつサークルとは自発的 なものであ

り、会員が自主運営 されるのが望 ま しい。各 自が講師

となりまた生徒 となり、自主的活動 こそ真のサークル

だと思 う。だか ら講師 もい らない し、月謝 も不要であ

る。だが現実は講師たる核 が必要であ り、 よい講師が

ないとよ り高いレベルに到達で きない面 がある。講師

は学習意欲 を続行 させ るパイロ ッ トでよいと思 う。

もうひとつのボランテ ィア活動。今の ところ当館の

特別展や催 し物 に対す るミ
補助、としての活動 が多い。

例 えば特別展 における看視や受付、 また繭玉祭でのだ

んご作 りなど館員の職務の代行 が多いが、展示解説や

催 し案内など高度 な知的 レベルを要す るコンパニオ ン

の方が将来のボ ランテ ィア活動の中心 になるであろう。

その一例 として本年 8～ 10月 に 3っ のサークル企画の

講習会 を催 し、会員がボ ランテ ィア として受講生の手

助 けを勤めた。 このよ うな活動 こそ博物館 ボ ランテ ィ

アのよい例 だと考 えている。

以上のように当館では 3年 目にして友の会活動 が活

発 に動 き始 めたが、それには館活動 と友の会活動 が分

離せず一体 となっていることもみのがせない点である。

次第 に組織 が大 きくなり友の会が独立で きれば、それ

なりにニュース発刊や独 自活動が進 め られる時 も来 る

であろう。現在では初期 目的である施設の有効利用の

面では十分 はた していると評価 している。

覚

サ ー クル名 定 員 活動 日数 出席率 そ の 他

①織 物 研 究 会 12ろ 48 
日

51 % 枠 織 。手 織

②ひも結び研究会 壁掛結びなど

③組ひも研究会 7 68 4ツ 組 か ら

④手つむぎ教室 植 物 染 など

⑤レース研究会 ボビンレース

⑥刺しゅう研究会 9 パ ッチ ワーク

⑦和紙の花教室 季 節 の 花

計 173 Ll (61.3%)
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青梅市郷土博物館

奥多摩郷土資料館

調布市郷土博物館

町立五日市町郷土館

東京都高尾 自然科

学博物館

八王子市郷土資料館

桶 と樗展

ックエ (机)展

柚保の中世展

小河内の郷土芸能

山村の生活用具

奥多摩の蝶

「ぉ じいちゃんの時

代展」

テーマ展

「わらと暮 らし」

夏季特別展

「多摩の 自然 と
くらし」

テーマ展「家」

郷土学習展

「地図にみ る調布の

移 りかわ り」

新旧街並写真展

季節展「多摩の 自然」

ク 「人里の植物」

井上 コ レクション古

瓦展

旅だちの民俗 57.10.12-11. 21

人物 コーナー「鈴木

正三」

農業の くらし展

58. 2.13--3.27

伝統技能 としての、桶職人の技術 と同職集団 として

太子講の紹介。

市内に残 る座机 を中心 に、伝統的 な家具の うち、学

習用、事務用の机 を展示 し、合 わせて市内小学校初

歩時の様子 を紹介す る予定。

市内今井城跡出土の板碑 をは じめ、柚保 と呼 ばれた

中世の当地 に関す る展示。

小河内の郷土芸能― (都指定文化財 )獅子舞、鹿島 お

どり、車人形― を展示。

国指定重要文化財「小河内の山村生活用具」 を中心

に山村の生活の様子 を道具 によって展示。

奥 多摩の蝶 を標本 によって展示。

小中学生の郷土学習の参考のための展示で、今回は

衣食住について明治～昭和初期 と現在 とを比較す。

藁製品の文化的意義を考える。

失なわれつつある自然と生活道具を紹介 し、私たち

のくらしと自然のかかわり合いについて考えてみる。

さまざまな観点から「家」をとりあげ、人々が生活

の中でそれらにどのように対応 していったかを考え

る。

江戸時代 か ら調布市制施行後 の町の発展 まで を、絵

図、地図、模型 などの資料 をとお して考 える機会 と

す る。

五 日市町の都道拡幅 にともなう変貌 を新 旧写真の対

比で展示。

多摩の自然 (動 ・植物 )の写真約40点 を展示、解説

身近 な所 に生 えてい る植物、いわゆる雑草の標本 と

写真を展示。

日本の古瓦 (鎧瓦、宇瓦、鬼瓦、鵬尾、オ垂先瓦、 文

字瓦など)369点、瓦経、瓦塔、博仏、泥塔 など18

点、中国瓦博 など53点、朝鮮瓦博 など32点 、その他

5点 を展示。

ふ る里 か ら旅 だつ、村 をおとずれる旅人たち、旅の

みち、旅 と しての人生の四項 目に分 け、多摩地域 に

残 る旅 に関す る資料 172点 を展示。

八王子市内 に建立 した堅叔庵 に一時止宿 した江戸初

期の禅僧鈴木正三 (1579～ 1655)に 関す る八王子周

辺 に残 る資料 を展示 し、その人物について紹介する。

沿々として生産、生業 にあって土 と汗 にに じんだ農

具、民具、庶民儀礼の用具 など展観 し、往 時 を偲 び

現在の変貌 と豊 かさを比較す る “農業の くらし展 "

既 に 2年 にわたるが時折、展示替 もおこな う中 にあ

って好評 を博す。館 その ものが狭溢 なので展示 に工

夫 しつつ、今 日も続 けている。

〔展示活動のお知らせ〕

57.  2-57. 12

58。  2-58. 12

53.  4～

53.  4～

56.  4～

57. 2.23-ウ 4.30

57. 5.13--7.11

57. 7.21--9. 30

57.10。 12-12.19

58。  1.5～ 4.10

57.10.24-58.1.23

57. 4.4-5.30

57.10.17--11.30

57. 6. 1-7.11

東村山市立郷土館 55。  6～
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府 中 市 立 郷 土 館

福生市郷土資料館

町 田 市 立 博 物 館

第12回 む さし府中の

自然展「武蔵野台地

の生いたちと府中」

市民芸術文化祭参加

「刀剣展」

「和凧展」

春季特別展

「銘のある民具展」

(常設展 )

歴史 コーナー

「江戸時代の民間信

仰展」

「千社札 と絵馬展」

民俗 コーナー

「竹の民具」

「多摩川の漁法 と道

具展」

スライ ドボ ックス

(特別展 )

「福生市の植物一野

草」

「第 2回石の文化財

写真展」

企画展「庶民の文芸

俳譜一芭蕉か ら友昇

、́」

色絵 そばちょこ展

江戸の矢立展

町 田の 自然展、暮 ら

しの民具展

チェコスロバキアの

ガラス展

武相の絵馬展

武蔵岡遺跡展

火の昔展一燈火具の

変遷―

57. 7.21-9. 6

57.11. 5-11.  7

57.11。 11-11. 15

58. 3. 6-5. 2

57.  4～ 7

58.  8-12

57.  4～ 9

57. 10--12

57.  4-58.  2

57. 7.29-8.30

57. 10.1´ -10. 30

58. 1.19--3.14

57. 4.20-5. 23

57. 6。  1-7. 11

57. 7.20-8. 29

57. 9. 7-10. 10

57.10。 19-11. 28

57.12.7-58.1. 30

58。 2. 8-4. 10

自然調査の研究成果にもとづ く定期待別展。府中市

の生活基盤 となっている武蔵野段丘の しくみと生い

たちを見つめ直 し、あわせて人間の生活との関連を

理解する。地質露頭標本、貝化石、植物化石等を展

刀ド。

市民が所蔵及び制作 した芸術文化資料 を展覧す る。

当館所蔵の民具資料の うち、農具、養蚕具、生活用

具、消防用具等 を中心 に、銘のあるもの (墨書、焼

印、刻 Fpそ の他 )を取 りあげて展示す る。

念仏講、地蔵講 にかかわる江戸時代の資料 を展示。

庶民の信仰 を考 える資料 として、千社札 と絵馬 100

点ほどを展示。

竹 を材料 として作 られた様々な民具 を展示。

多摩川でかって行 われていた漁法 と使用 した道具 を

展示。

「福生市の文化財」「福 生の今 とむかし」「福生市の石

仏」「福生市の 自然」 を上映。

資料室所蔵の植物標本資料から地域の特色 をもった

もの50点 を展示。

市民の協 力と参加 を得て実施 して きた市内石造遺物

調査の写真資料の中か ら、地蔵 と庚申塔 を中心 に50

点ほどの写真 を展示。

近世末期～明治初期 にかけて地域で活躍 した俳人の

松原庵友昇 にスポ ッ トをあて、庶民 と文芸 について

展示す る。芭蕉の怒推宛書簡、渡辺華山筆
ミ蕉門十

哲図ミ湖卜書、など 130点 を 2期 (1月 19～ 2月 13日

2月 16～ 3月 14日 )に分 けて展示す る。

長宗希佳氏 (田 中千代学園短期大学教授 )所蔵の絵

がわり 200余種の色絵 そばちょこを展示。

町田市在住の矢立コ レクター友野尊司氏の資料 を中

心 に国立の各機関より借 用 し展示 した。

町田市域の昆虫、植物 などにつ いて昆虫標本、写真

パネルなどによって展示。合 わせて衣、食、住関係

の民俗 資料の展示 も行 つた。

水指、花器、 くだもの皿 、果汁入れ鉢、 タンブラー

ヮイングラスなど18世紀～現代 までのボヘ ミアング

ラスを展示。

町田市域 と周辺 (東京、神奈川、埼玉 )に見 られる

絵 ,馬 を展示。

町田市相原町 にある遺跡で、縄文時代中期、古墳時

代～平安時代 までの出土品を展示。

ろうそ くなどの灯火具、火切 りなどの発火具、火鉢

などの暖房具、囲炉裏 に使 う自在鍵 などを展示。合

わせて新収蔵品 (民俗 )も 展示。
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瑞穂町郷土資料館 吉川緑 峰展

武蔵村山市歴史民

俗資料館

東京農工大学工学

部附属繊維博物館

常設展示 武蔵村山

その 自然、歴史、民

俗

特別展「切手による

繊維文化史」

57.10。 31-11.  7

57.4.1--58。 3. 31

57. 5.15--5.23

57.11. 6-11. 14

57. 3.15^-4. 15

57. 4。 20-5. 31

57. 6. 1-6. 30

57. 7. 1-8. 31

57。 9. 1-11. 30

57.10.15～ 11. 30

57.12.1-58.2.15

58. 2.16^-3. 31

58。  2. 9--2. 26

緑峰は文化 5年 9月 2日 、埼玉県人間市宮寺 に生 ま

れ、20才の時江戸へ出て大岡雲峰の弟子 となる。瑞

穂町福正寺の観音堂の天丼へ、花鳥竜 などの絵 を画

き、地蔵堂へ竜 を画 き、町の文化財 に関係深 い人。

今回緑峰の描 いたさまざまな絵、使用 した道具 など

を陳列 した。

収集 した衣 に関係の ある物 を展示。鎖帷子、祥 、直

衣、軍隊用各種外套、火事装東、箱根縞 の着物 など

を展示。

考古資料、板碑 、古文書、民俗資料等約 300点の実

物資料 を中心 に、狭 山丘陵の鳥や草花、原始・古代

代 か ら近代 にいたる歴史、村 山織物 の変遷、養蚕、

年中行事等 に関す る展示。

切手その ものは 150年足 らずの歴史だが切手図案 に

繊維 を扱った ものは多い。原料の綿、麻 、絹、羊毛

製品 としては染織品、ニ ッ トレース、刺 しゅうなど

又、技術史 の紡機、織機 などやファッシ ョン、衣裳

を含 めると極 めて多い。今回は繊維文化 を中心 とし

た切手約 5.000点 を展示 した。

東京西部 (八王 子、青梅、村山 )と 埼玉県南西部 (秩

父、飯 能、所沢 )の 6地区 に焦点 を合 わせ、 6機業

地の歴史 と現状 を世 に紹介 した。いずれも独 自の織

物文化 をもち現在 に至 っている。

玉川学園高等部学生の作品、 タベス トリー他

海部桃代氏作品、季節の花 を和紙で表現 したもの

本学教職員のコ レクション、明治 4年の切手か ら、

夏 目漱石のエ ンタイヤーなど

小路和氏の作品、子供 (わ らべ)の世界を和紙 は り

絵で描 いたもの。

土山コレクシ ョン (当館蔵 )明治初期 か ら現代の組

ひも

木村幸江氏の作品、地熱 ガスを利用 した珍 らしい染

法の もの

紙衣、紙布 など12種の紙工芸作品展

中村 コレクシ ョン (当館蔵 )本版画家亀山氏の作品

と当時代の本版画

57年度友の会の 7サ ークルの作品発表会

特別展「西関東の織

ウ勿」

「高校生の染織展」

「手す き和紙の花展」

「趣味の切手展」

「わらべは り絵展」

「組 ひも展」

「地熱染の世界」

「紙 による工芸展」

「昭和初期の本版画

月曼」

展示会「第 2回サー

クル作品展」
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